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球根アイリスの球形成に関する研究(第 1報)
球形成過程と球構成について
青葉高
(山形大学法学部 座1324学研究室)
(R!3平日41年8月30日受領)
Stlldi巴Son Blllb Formation of Bulbous司irisPlant (1) 
On Proeess of Blllb Formation and Strllctmal 
State of Bllョ
Takashi AOBA 
(Laboratory of Horticllltllre， Faclllty of Agricultllre， 
Yamagata University) 
I 緒 言
)~M[~アイリスの栽培において ， J;jçの掘上げWJ，植付け~JJ等が生育状態や開花期に相当著
Lしい影響:を与えることが知l ら jもている2.6.7). しかしそ~1..らの機構は明らかでなく ，そjもら
額基礎となる球形成過程についても不明な点が多い.従ってJ)lcの形成過程羽田らかにする
登山とは球繁殖や促成に伴う諸現象な究明する手がかりを得るため に必要な事項と居、われ
る.以上の点から本調査宏行なった.
本調査は文部省試験的f究費の助成によるMf究の一部で，主任研究者，塚本洋太郎博士か
お種々教示を頂いた.ここに感謝の意を表する.
立 材料および方法
fllG]. ìf.は W巴dgewood の平均 14g の I~:j心球 (rliJ!，反品) を 10月 30 日に圃場に植え， 10月
31目から概ね 1月毎に6J;Rずつ掘上げ，葉，花および側芽の状態を調査した.
圃場の株は翌年IJfJ花期に摘花し，地上部が1/3程度黄変した 7月2日に畑上げた.球は
畿内に貯蔵し， 10月101=1に仔球の大きさ})iJに定j:直し，ひき続き球構成葉や花の発育過程の
調査を行なった.なお調査項目の一部は1965~1966年に くり返し調査した.
1962年は別に Wedgewoodほか3品種の市販球を10月10日に定摘し， 前年同様の調査
を行なった.
闘場は地下水位のや L高い砂質壊土の畑で，元肥には1α 当り石灰 10kg，硫安 4kg，容
隣!3kg，風化加里2kgを施し，翌年4月上旬に硫安1.5kg， J削j日0.5kgを追1]目した.球は
1.'5災 15Cl11株聞に概ね 5cI11 の深さに植えた . 球構成葉や花月:の状態は~;I]皮法により双UJ~実
?耕民徴鋭を用いて調査した.また各調査HlJの材料佐保存し， ミクロトーム切片を作製し，
組織の形態を検続した.
班調査結果
1.球構成葉の種類とその形態
???
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Fig. 1. Shap巴 andnumb巴rof bulb 
composing leaves of bulbous iris 
1司redgewood. (Octob巴r30) 
From left to right，日torage.(4)，sprout-
(2)， and foliage-leaves(2-3)， respectively. 
;1 七序 Zと分化した個体はmij;!J~が球を形成す
る.TYi芽に形成された球を成球(中心J;j(，丸
lR main bulb) ，IH聞 から形成さjしたたRを側
J)jく((同平去Rside bulb) とよんでる.こjしら
のJ;j<は第 1表および泊1図に示すように4種
類の葉から構成される.但しj幻:，j(には本米の
保護葉は存在しない.
保護葉 (protectiveleaves) (HlJ芽の第 1，
2葉は保護葉になる.これらの葉は迎7iI球形
成の前年二会に分{じしたもので， 同))<定|直後12
FJ頃までは他の柴の形態と区別し難い. これ
らの業は葉身が(まとんど発育せず，業緑粒を
もたず，業鞘細jlJ包数の増加は早く」じまり，中
)j力に近い部分においても横断国iの創I¥)J包層数は
Table 1. Shap巴 andnumb巴rof bulb composing leaves in bulbous iris. 
Kind of bulb co叩叫 l巴aves 地 bulb Main bulb 
Protective leaves 1~ 2 2~ 3 ホ
Storage leaves 2~4 2~5 
Sprolt leaves l~3 2 ~4 
Foliage leaves 1 ~4 2~ 4 
"Nllmber of leaf-sheath of foliage-leaves colasped in the last season. 
Fig. 2， Transverse s巴ctionof pr・otective- Fig. 3. Transverse section of 
and storage-leaf. (Novemb巴1・29.X 120) protect.ive-leaf. (May 21. X 90) 
Pr.L. : prot巴ctive-leafSt.L. : storage・leaf
7~11に過ぎな し、(第 2 ， 3凶).その後J~î(肥大に(*い品IU !J包 f j:幾分iiW方向に長 くなり葉はJ~1ç
を包む形になる.保枝葉はG月頃から表皮細胞が厚)1英化し， i!lJ欣水分な失い，掘上げ後の
J;j(では J';)()iと包被する乾枯した茶間色~itl:状の梁にな る .
成球には*来の保設葉は存在しない.すわなち花序を分化しない{国体では頂芽の普通葵
に続いて貯蔵葉が形成される.この場合は貯蔵葉の外側の数葉の普通葉葉鞘の乾枯したも
のが掘取り後の成球を包被し，保護葉の役割を果している.
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貯蔵葉 (sLorageleaves) 分化後聞もない時期から横方向への細胞数の増加が著しく，
やがてそれらの細胞の増大により肥厚し，表皮以外の細胞には澱粉粒を生ずる (第 2，4 
医1). しかし縦方向への細胞数の憎加は少なし葉身はほとんど発育せず， つぎの生長期
lこ全然ノーtJくしない.球根アイリ スの貯蔵葉はチュー リップ等と異なり横断面が輪状になら
ず鱗片状:こなわ.
Ri'ii九五~~ ;J 外 出 líのものほど肥厚
し， j立も|人!日liωHi:i能葉のj亨さは
間対 ~t".jJ:日):んど差はたい. J';j( 
の大n!;分以?i1， 2貯蔵葉ー から
成立 t)，J:'l(irl] ~). 5gの球の場合
1 G.句 作Lめ・こいた.1)'1外貯蔵
繋の大主主のJC:異は主として細
胞訟にJ、ってノ!じ，細胞の大き
さには許 しい):::は認められな
い(況は 六). 紙Uiま束の発育は
1¥の業に比べて劣る.
Fig. '1.Transv巴rsesection of storage-leaf. (December 10. X120) 
Ep. : epidermis V.B.: vascular bllndle 
Table 2. Length， thickness and w巴ightof blllb composing 1巴av巴sand cel siz巴 of
leaf-sheath in blllbolls iris， W巴dgewoodon }une 17. 
19. 4g sid巴 bulb 18. 5g side bulb 
I Length 1 Thickness 1 Weight 11 1山総 ~f ro吋 mlDialeav巴S 巴 n  1mClm  vvlnr  leaf田sheath 1 of cel1 of c巴1
Prot巴ctiv巴|
l-t 
leav巴s 3. 5 O. 3 0.4 0.46 8 43~75 
1 3. 5 7.3 11. 7 5.09 63 73~117 
Storage 2 3.2 5.4 5. 0 ，! 03 48 73~124 
leaves 3 2.3 3. 1 1.1 2.92 38 71~l1G 
4 1. ，13 19 G3~103 
Spl'out 
1 (5.6) O. 5 O. 5 1. 05 15 52~100 
.1eaves 2 (6.9) 1.2 1. 19 18 48~103 
3 (8.4) 
'Foliage 1 (35.0) 0.5 1. 2fi 18 G3~95 
leaves 2 (37.8) 1. 51 つ，j:J戸 29~'10 
( ) Length of leaf on May 20. 
中心mCの場合，外部の1葉は 5，.20Cl11程度の葉1きをさ|ミじ，JI巴厚葉 (foliag巴 scale)の
務~をとる場合が多い.
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Fig. 5. Transverse section of sprout-leaf. 
(December・ 10.X 120) 
2.母球植付け後の生育過程
蘭芽葉 (sproutleaves) 分化後間もない
時期は貯蔵葉に似た形態を示す.しかし特異
江肥厚はみられず，保護葉と異なり表!支は厚
1葉化せず， 葉緑粒を生じ， 定地後の生長期に
は葉鞘出1胞の(1¥，長により}Yi通業より先に工)Ic外
に繭出する.五1胞内のi殿粉粒は少なく ，Nn!+'， 
部はアソトキア γによりis紫色になる.締官
束はほぼ正常に発育する(第5岡)• 
普通葉 (foliageleaves) 前記の 31'重の葉
と異なり葉身がよく発育し， 葉軒jは短く，多
くの葉緑:1主を生ずる.
花序を分化した|際は第2葉以降の普通葉は
節問の(1/，長した花主上に着く .
休眠覚醒後 9~lO月 に植付 けたf:Jçは茎盤音1\から不定根を生じ，地上部に葉を蘭出する .
このiZ1貯繭葉は全く (lj長せず，まず月Ji芽]忠が荊IUし，ついで普通葉が隈葉する.新葉分[ヒ
に 1半い葉長は年内に 20~:i2cl11に生長す る .
母球が大きい場合は 8~9 棄の普通業が形成された11月 上中旬に生長点、に花序が分化す
る.これらの葉や花は冬期r:ll責雪 Fにおいても幾分生長するが，翌年<1)':1 以降発育速度を
増す.花序分化当時，節問はすでに幾分生一長し始め， 翌春4月1=11下旬以降，第1普通諜よ
り」二rmのi['i問が急速に(rl長し 5月 hヰ1{jJ~こは 1 Ë~?tfが葉間より JI!IIIIIして5月rl下旬開花す
る.葉は G 月下句~7 月上街j先端から黄変し 7 月 111 {jl には地上部は枯死する .
植付けた球が小さい場合は通常花序を分化せず， 2 ~ 4 :葉の普通業を服装した後成球を
形成し，開花株より幾分早く葉は故変する.
3.球の分化・発育過程
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Fig.6. Dcvclopmental pl・ocesof sid巴 bul】 inbulbous iris vVcdgewood. 
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iP.1JIまの分化・ 発育過程 球根アイリスのfHlI
芽は通常民葉せず球になる.f則芽は球肥大の
若Lくなあ 4月卜.旬以降，新球の構成車の作
業1夜に;A次分化する.但し'!;fC2普通葉lソ、卜.の
w;:)m-~'~や保護葉のえき 怖には側球を通常形成
しない.
分{じした側芽はその後1年以上を経過して
fl1tl<になる(第6図).すなわち4月上旬，-..Jf)
月下旬?と分化した側非は))1(の肥大則 (5~6 
月)にはほとんど発育せず， 1~2 葉の状態
で f*IIJ~WH乙入り，秋の生長期まで業数，大き
さJI，ほとんど増犬しない(第7図).
f1;不j"Ei直後， 1県， 葉の生長に f:l~い))1(内のIftll
芽は:Vr葉を分化し，越冬期までに4葉前後に
なる(加8図).この頃から上ftl¥の(nl茅ほど主1".
J毛!:t!l備になり，分化WIの早い下(¥'diJの!日1立f
の発育i立遅れる(第3表).冬期間発育は停滞
ナるが越冬後新薬の分化と葉の生長，肥!享が
若しくなり 6---7月の成熟期には トJ;出(iの
r;/(I 土 ISi} JX:葉12~定， 15~20glìíj後の);'Rfこな0.
これらの側球は花~ あ 2らいは成1.1<のfQljr而に
形成するため横断聞が半円形の球にたり， 一
般に(1;，¥平J)Rと呼ばれる.
成1求の形成過程 (第9図)楠付けた珍Rが小
さいJtj合は通常花序を分化せず，年内lこ展葉
した 2--l1葉の普通業に続く 内出1の葉は貯蔵
架化L，成た|くを形成する.明IlJi{なH'i'j践葉が観
察で3たのは木間在ではl1Pj .J'.~D であった
が，分化葉数からみて，それらのH川'j蹴葉は越
冬古前íjに分化し fたこものと j椛(佐U~定足されfた二 (第1叩O図)ト. 
f成』点ωtυ}，k
ず， j11熟後のJ;j(は外方の普通紫の葉鞘で、保護
されど3・第 1H'i版業は葉身がある程度発育し
肥!乎抗 (foliage-scale) の形態をとる場合が
ある.とれらの成球は横断而が円形となり，
Fig. 7. Longitudinal section of side bud. 
(May 30. X 120) 
M. B. : main bud S. B. : sicle bud 
St. L. : storage-leaf 
Fig. 8. Longitudinal section of sicle bulb. 
(February 21. X 90)' 
F.L. : foliage-l巴af Pr.L.: protective-leaf 
St.L. : storage-leaf 
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九JA<，11心);1くとも1子ば1、る.)克J':Rの JW'l合も前年のH守蹴葉や所非葉のえき ~~I) ~乙側J~I< を 1 ，....， 3
1図形JlX:する.
なお1月20臼に2g前後の小J;jCを植えた区で、は，大部分は4月下1下旬I頁芽の葉は鱗架化
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Length of bulb 
(cm) 
Diam巴terof bulb 
(Ct11 ) 
May 22 
Jun. 22 
Jul. 22 
Weight of bulb 
(g) 
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Fig. 9. Dcvclopl1巴ntalprocess of main bulb of bulbous iris plant. 
し，その後成球を形成した. しかL一部の個体は鱗葉(ヒが起こらず普通葉の分化;を続け，
5月中に花序を分化し，やがて開花した(未発表).
品種，球重と球構成葉の状況との関係 1962年購入した4品種の成球の構成葉数を調査
した(第4表).
その結果，大きさのほぼ同様な球の場合，品種聞に明らかな差異は認められなかった.
但し GoldenKingは側球であったためか貯蔵葉，繭芽葉の数が Wedgewoodなどより
幾分多い傾向がみられた.
16 
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つぎに球構成葉数を Wedgewoodの大きさ左異にする球について調査した(第5表).
その結果，保護葉数は球の大小による差はみられず，貯蔵葉と普通葉の数は大球が多く，
Jli芽すと数は小球が多い傾向がしられた.従って球構成葉総数は大球が小球より多い.
fig. 10. Showing the formation of central bulb by m巴tamorphosisof le町田 in
central-bud of bulbous iris. (February 17. X 120) 
F;L. : foliage-leaves St.L.: storag巴-leaves
Table 4. Vari巴taldi妊erenc巴sof the numb巴rof bulb composing leaves in bulbous iris 
on Octob巴r16. 
Circum- No. of bulb composing leav巴s
Vari巴ty Diam巴ter fer巴nc巴 Height IProtect吋!Sprout-1.! lrao veEc 5. storagE4.sprout-1.FoliagE4. 
cm cm cm 
Wedgewood 3.0 9.3 5. 2 (3.0) 3. 5 3.0 6.0 
3. 5 11.1 5.5 (3.0) 3.5 3.0 6.0 
Prof. B1aauw 2. 9 9.3 4.8 (3.0) 3.5 3.0 6.0 
Imperator 2.7 8.9 3.5 (3.5) 3.0 3.3 5.0 
Golden King 2. 3X3. 3 9.6 4.0 2.0 4.5' 3. 5 5.5 
Tabl巴 5.Relationship betwe巴n th巴 bulbweight and the number of bulb composing 
leav巴sin il'is Wedgewood on Sept巴mber11. 
Weight of Diam巴terof No. of bulb composing leaves 
bulb bulb protective-1.! Sto時ー~ Sprout-1. ! Foliage-1. ! Total 
g C訂1
0.5 O. 75 2.0 2.0 3.0 1.0 8.0 
1.0 1.15 2.0 2.0 3.0 1.0 8.0 
2.0 1. 65 2.0 2.0 3.0 3.0 10.0 
3.0 1. 70 2.0 3.0 2.0 3. 5 10. 5 
5.5 2. 10 2.0 3.0 2.0 4.0 11. 0 
8.0 3.0 2.0 5.0 
10.0 2.80 1.5 4.0 2.0 6.0 13. 5 
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W 考 察
球形成過程について
球根アイリスの球肥大過程は従来各地で調査され2.5.6.9)， 例えば福岡では3月中匂肥大
開始 5月上匂外形完成， 5月中旬外皮硬化， 6月上旬外皮着色，と されている4.6)，東北
地方においては消雪期や気温の関係から他の地方の報告と比べ暦日に差はあるが，従来の
報告と概ね一致する肥大過程が観察された.
しかし側芽分化期は従来報告された 5月中旬(新潟)5)，5月下旬(福岡)6)，よ り早く，
3月下旬 (1965)'" 4月上句 (1962，1966)には既に認められた.1~ij芽を生ずる貯蔵葉や
繭芽葉は年内から分化するものであり，側芽は更に早い時期に分化することを予想した
が 3月中旬以前には観察できなかった.とれらの側芽が分化してからそれが球として成
熟するまでには前記のように約15カ月を要するととになる.
木調査結果から明らかなように，球根アイリスの球形成は葉の鱗葉化によるもので，鱗
葉が輪状でない点を除けば，本質的にはタマネギ等とほとんど差異はない.但し花序を分
化した場合の球根アイリスはタマネギよりむしろリーキに似て，比較的多くの葉節に連続
して側芽を分化し，側芽は肥厚して側球になる.
リーキ，ニンニグやタマネギの不抽たいの場合は頂芽の葉が鱗業化(葉身の生長抑制，
葉鞘の肥厚，養分の蓄積)して丸球を作る.前記のように球根アイリスにおいても頂芽の
葉の鱗葉{ヒした場合は同様に成球 (丸球)が形成され，との場合は花序は分化しない.
成球は主として形状の点から側球より商品性が高い.また次代の生長や開花の様相も成
球と側球とでは幾分違う ことがしられているの. 球形成の点、からみる と成球は頂芽から形
成され，側球と異なり保護葉を欠く.成球は球成熟の6カ月前頃貯蔵業が分化するが，iAIJ 
球となる側芽は球成熟期の約15カ月以前に分化する.しかし球肥大期は側球，成球ともほ
とんど差異がない.但し成熟期は成球が幾分早い.もし球の生理的特性に若干の差がある
Fig.11. The side bulb of iris plant 
derived from moth巴rbulb stored 
under high temperature of 250 
C. Showing th巴 foliag巴・leaves
gr巴wout of th巴 outermost，
second and third leaf. 
(Septemb巴r2) 
とすれば以上のJえから生ずるものと思われる.
球構成の規買IJ性と球形成の機構
球構成の規則性は遺伝的特性による点が大きいと思わ
れる.すなわちいずれの場合も貯蔵葉，繭芽葉，普通葉
がその)1員序でほぼ一定数形成される.これらの業は分化
後間もない時期から形態に差異を生じ，葉の種類が決ま
り， 発育がある程度進んだものは他の形態の葉に変化す
るζとは困翼民になるものと思われる.
しかし普通葉の早期摘除や母球の高温処理などの操作
により，側球の第 1~3 葉が保護葉や貯蔵葉にならず普
通葉になる事例が観察され(第11図)，また成球において
は第1貯蔵葉の葉身がある程度発育して肥厚葉(foliage-
scale)となる場合が往々みられる.成球形成の場合，貯
蔵葉形成前の普通葉の数は生育状態、に応じて 2~4 葉と
一定していない.以上の点からみて，形態変化を起こす
体内条件になった時期の葉がそれぞれの形態をとるもの
で，もともと鱗葉化すべき特定の葉はないものと思われ
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iI，ieのように球の大小により構成葉数に若干の差異を生ずるが，葉数や貯蔵葉の肥厚程
度は栄養条件の差異によるものと思われる.
一般に球根類において，側芽においては葉の鱗葉化が起こり易いように観察される.と
れはTl1部優勢性の低下によるとも思われる.頂芽において貯蔵葉は通常ほぼ一定の時期に
形成される.これは温度， 日長等，環境要因の影響か，または苗の令によるものと思われ
る.1Jlし球根アイリスは 8.5時間日長の場合も球は形成され，日長の球形成に対する影響
はほとんどみられない4)
ニンニグやリーキは植物休が低温条件を経過することにより球形成が促進され， 25~20 じ
C恒凶条件では球は形成されず生長が続くことが観察されている11)球根アイリスは200C
恒tfulで球な形成するが4)，250Cで貯蔵した球を翌年 5，6月植えた場合正常な球形成が妨
げられた(未発表). なおフリージアにおいても 200Cで貯蔵した球を植え200Cで生育さ
せた場合，葉の生長が続き，球を形成しないことが観察されている1).以上の点からみて，
J;I<根アイリスの球形成にはある程度の低温条件の経過を必要とするものと推定される.
iÌÍi ;icのように球根アイリスの小球を遅植えした場合，年内に 2~4 葉の普通葉が蔚出
し，その後の葉は鱗葉化して成球な形成した.但し一部の個体では葉の鱗葉化が起こらず
普通柴の形成が続き，やがて花序を分化した.これらの事実は，貯蔵葉を形成するか花序
を分化するかは普通葉が2""""4葉の時期に決定することを示すと思われる.以上のように
球形成と花序分化との聞には密接な関係があると思われるが，両現象を起こす機構はまだ
明らかでなく，今後更に検討する必要があると思う.
V 摘要
球根アイリス Wedgewood他3品種を用い，球形成過程と球構成葉の状態を調査し，
球の繁殖，栽培の基礎資料を得ょうとした.
1)球はほぼ一定数の保護葉，貯蔵葉，商芽葉，普通葉から構成される(第1， 2表).
但し成J";j(の場合は保護葉は形成されない.
2)球根アイリスの球は葉の形態変化により形成される.そこで各構成葉の形態を調査
した.
球形成の様相は鱗葉が輪状でない点、を除けばタマネギなどと比べほとんど差異がみられ
ない.
3)球根アイリスの葉の鱗葉化はそれに適する条件になった葉位で起こるもので，元
来， ，~祭主化すべき特定の葉位が定まっているものとは思われない
4) J)j(内側芽は4月上旬頃分化し，夏の休眠期を経過した後10月頃から再び生長を始
め，翌年4月以降肥大期に入り 6月下旬頃側球(偏平球)になる.
5)小球を植えた場合は越冬中""4月上句頃I買芽の葉が鱗葉化し，成球を形成する.こ
の際花n;は分化しない.
6)球構成の様相は品種を異にしてもほとんど差がみられない.
一般に大球は小球よりも貯蔵葉，普通葉数が多く，萌芽葉数は少ない.
7)球構成に規則性の生ずる理由，および球形成の機構について若干の考察を試みた.
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Summal'Y 
The present study has b巴巴nconducted to investigate th巴 proc巴ssof p巴riodicdevelop-
ment of bulb in bulbous-iris and to establish the scientific foundation for its proper 
cultivating method. The results are summarized as follows: 
1. lris bulbs were composed .of four different kinds of composing leaves， namely， 
protective-， stor碍巴ー， sprout-and foliage-leaves. Whil巴 prot巴ctive-leavesdid not occurred 
in c巴ntralbulb. 
2. Bulb formation is caused by metamorphosis of leaves. Th巴 processof periodic 
d巴V巴lopmentof bulb and morphology of bulb composing-leav巴sw巴reobse1'ved. 
The differences in the pattern of bulb formation b巴tweeniris and onion and othe1' 
bulbous plants wer巴 sca1'celyfound， except that iris bulbs have scale-like leaves， whil巴
bulbs of onion， tulip and hyacinth have tunicated leaves. 
3. It seemed that scaly-leaf fo1'mation occurred， not at the definit巴 leaf，but the leaf 
of favo1'able conditions for bulb formation. 
4. Lat巴ralbuds of iris bulb which are to grow up to side bulbs in th巴 nextseason， 
differ巴ntiatedin early 01' middl巴 April. Acco1'ding as bulb matu1'ed， the lateral buds 
having one 01' two leaves， entered dormancy in July. Increas巴 ofnew leaves in lateral 
bud occurred in and afte1' October and thickening of bulb-composing leaves accelerated in 
and after April. 
5. When th巴 plant was smal!， infiorescence did not initiate general!y， but bulb 
formation occurred at terminal bud from January to April and it grew up to c巴ntral
bulb， so司cal!edround bulb. 
6. In the numb巴rof bulb composing leaves， there we1'e litl巴 di妊巴rencesamong the 
varieties. The number of storage-and foliage-leaves of bulb was more in large bulbs 
than in small ones， whil巴 thenumb巴rof sprout-leaves of bulb was more in smal! bulbs 
than in larg巴 ones.
7. Based on the resu1ts above mentioned， the mechanism of the regularity in bulb 
structu1'e and bulb formation was discussed. 
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